
今

号

の

法

語

■
光
山
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
■

関
連
行
事
に
は

こ
の
度
、
光
山
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に

カ
レ
ン
ダ
ー
に
◎
印
を
！

よ
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
も
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

令
和
三
年
度
九
月
～
十
二
月
ま
で
の
光
山
寺
行
事
予
定
一
覧

ま
す
。https:/

/

光
山
寺.ne

t

と
な
り
ま
す
。

で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
の
ド
メ
イ
ン
名
も
漢
字
＋.ne

t

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
変
更
に
よ

★
光
山
寺
法
要
関
連

こ
の
度
、
光
山
寺
ヨ
ガ
教
室（
女
性
限
定
）を
開
催
す
る
こ
と
と
り
光
山
寺
の
諸
行
事
や
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
も
表
示
さ
れ
ま
す
。
行
事
の
日
時
の

九
月
二
七
・
二
八
日
（
月
・
火
曜
）

な
り
ま
し
た
。左
記
の
要
項
で
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ふ
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。Goog

le

ご
利
用
の
方
は
、予
定
を
追
加
す
る
こ
と
も

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
岡
本
達
美
師
）

る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

可
能
で
す
。
携
帯
電
話
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
御
斎
は
簡
易
弁
当
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

お

と
き

ま
た
、実
験
的
に
法
務
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
フ
ォ
ー
ム
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
寺
院
か
ら
の
ご
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

*

開
講
日
：
十
月
九
日
（
土
曜
日
）

:

～

:

ま
だ
ま
だ
工
事
中
の
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
は
法
要
な
ど
の
動
画
配
信
な

十
一
月
二
八
・
二
九
日
（
日
・
月
曜
）

16
40

17
30

*

会
場
：
光
山
寺

ど
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
れ

報
恩
講
法
要

（
講
師
、
桑
羽
隆
慈
師
）

*

講
師
：
斉
藤
佐
絵
子
先
生
（Yo

ga
s
tu
di
o
pr
iy
a

）

ば
幸
い
で
す
。

★
山
口
教
区
・
萩
組
関
連

*

月
謝
：4

00
0

円
（
月
３
回
土
曜
日
の
レ
ッ
ス
ン
）

尚
、Goog

le

の
光
山
寺
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ト

九
月
十
九
日
（
日
曜
）

第

回
山
口
教
区
仏
婦
大
会
（
山
口
別
院
）

51

*

服
装
：
運
動
し
や
す
い
服
装

（https://kousanji.business.site/

）
はG

oog
le

で
の
地
図
検
索
な
ど
で
表
示
さ

※
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｑ
Ｒ
）

（
裸
足
で
行
い
ま
す
が
、
五
本
指
ソ
ッ
ク
ス
も
可
）
れ
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
看
板
的
な
サ
イ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
五
日
（
木
曜
）

山
口
別
院
に
て
帰
敬
式

*

持
参
物
：
お
念
珠
（
お
持
ち
の
方
）・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

十
一
月
二
六
～
二
八
日
（
金
～
日
曜
）

（
バ
ス
タ
オ
ル
も
可
）・
飲
物

山
口
別
院
報
恩
講
法
要
（
山
口
別
院
）

※

月
は

日
・

日
・

日
の
開
催

講
師

紫
藤
常
昭
師

※
萩
組
関
係
者
参
拝
日
は
二
七
日

10

9

23

30

月
は

日
・

日
・

日
の
開
催

★
子
ど
も
会
（
土
曜
学
校
）
関
連

午
前
九
時
（
本
堂
）

11

6

13

20

月
は

日
・

日
・

日
の
開
催

※
現
在

中
断
中

12

4

11

25

一
月

未
定
日

※
子
ど
も
報
恩
講

講
師
紹
介
：Y

o
g
a
stu

d
io

p
riy

a

（
萩
市
田
町
）に
て
、
二
十
代
～

★
仏
教
青
年
会
関
連

午
後
三
時
（
庫
裏
）

七
十
代
ま
で
多
く
の
生
徒
さ
ん
に
ヨ
ガ
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

十
二
月
三
一
日
（
金
曜
）
※
除
夜
会
（
富
く
じ
抽
選
あ
り
）

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に
て
も
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、
人
気
の
た
め
、

★
仏
教
壮
年
会
関
連

両
会
場
と
も
満
席
の
状
態
で
す
。

十
月
二
四
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
白
水
小
）

こ
の
度
、
光
山
寺
に
て
、ヨ
ガ
教
室

十
一
月
二
八
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

報
恩
講
夜
座
・
役
員
会

を
開
講
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

■
写
経
を
お
寺
で
■

十
二
月
十
九
日
（
日
曜
）
午
後
六
時

光
山
寺
仏
壮
研
修
会
・
忘
年
会

た
！

秋
季
永
代
経
法
要
で
は
、初
日
は
写
経
納
経
、二
日
目
に
は
共
同
無
縁
墓
で

★
仏
教
婦
人
会
関
連

や
さ
し
く
、
無
理
な
く
指
導
し
て

の
読
経
を
行
っ
て
い
ま
す
。
継
職
法
要
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
「

九
月
二
五
日
（
土
曜
）
午
前
八
時

秋
季
永
代
経
の
清
掃

く
だ
さ
る
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心

写
経
勧
進
」
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
六
日
（
金
曜
）
午
前
八
時
半

報
恩
講
の
清
掃

で
す
！
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、は
つ
ら

中
に
は
「
家
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
集
中
で
き
な
い
」「
最
近
、出
か
け
る
機
会
が

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

つ
と
歩
け
る
よ
う
、
今
か
ら
自
分
の

減
り
な
ん
だ
か
張
り
合
い
が
な
い
」「
お
寺
で
写
経
し
た
方
が
、
お
経
を
味
わ
え

十
月
十
八
日
（
月
曜
）
十
二
月
二
十
日
（
月
曜
）

身
体
の
ケ
ア
を
ぜ
ひ
始
め
て
み
ま
せ

そ
う
」
と
い
う
声
を
き
き
ま
し
た
。
定
期
に
お
寺
の
庫
裏
を
開
放
し
て
、
ゆ
っ
く

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

ん
か
。

り
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、自
由
に
写
経
で
き
る
よ
う
に
、写

九
月
十
一
日
（
土
曜
）

十
月
九
日
（
土
曜
）

十
一
月
十
三
日(

土
曜
）

経
開
放
日
時
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
次
回
は
十
一
月
十
四
日
の
午
後
二
時
か
ら

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裡
）

問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先

と
な
り
ま
す
。
筆
や
墨
な
ど
は
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
手
ぶ
ら
で
お
越
し

十
月
十
七
日
（
日
曜
）

十
一
月
二
一
日
（
日
曜
）

光
山
寺

℡22
-1
37
0

ま
で

く
だ
さ
い
。
ご
自
身
の
筆
を
持
参
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
写
経
勧
進
セ
ッ
ト（
写

★
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
練
習
会

毎
月
第
三
木
曜
日
（
本
堂
）

経
用
紙
二
部
、写
経
解
説
図
書
）は
代
金
五
千
円（
懇
志
込
）と
な
り
ま
す
。

※
現
在

中
断
中

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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■
高
札
看
板
を
再
設
置
■

【
書
】

■
今
年
も
別
院
に
て
帰
敬
式
■

参
道
下
の
高
札
に
は
継
職
法
要
日
程
を
掲
示
し

幼
児
＝
ひ
ら
が
な
も
し
く
は
カ
タ
カ
ナ
１
字
で
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ

山
口
別
院
の
報
恩
講
に
合
わ
せ
て
今
年
も
帰
敬
式
が
執
り

て
い
ま
し
た
が
、
法
要
が
無
事
に
終
了
し
た
関
係
か
ら

い
。

行
わ
れ
ま
す
。
帰
敬
式
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親
鸞
聖
人

光
山
寺
由
来
の
看
板
へ
と
変
更
い
た
し
ま
す
。元
々
参

小
学

年
生
＝
「
は
す
」

小
学

年
生
＝
「
ひ
か
り
」

1

2

の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に

道
下
に
は
江
戸
時
代
に
萩
藩
「
御
制
札
」
が
あ
っ
た
よ

小
学

年
生
＝
「
友
だ
ち
」

小
学

年
生
＝
「
安
け
き
国
」

3

4

し
、
今
後
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生
涯
た
だ
一
度

う
で
す
。高
札
が
立
派
で
し
た
の
で
、再
利
用
と
な
り
ま
す
。

小
学

年
生
＝
「
西
方
浄
土
」

小
学

年
生
＝
「
分
陀
利
華
」

5

6

の
大
切
な
儀
式
で
、
「
お
か
み
そ
り
」
と
も
い
い
ま
す
。
式

■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
開
催
■

中
学
生
＝
「
浄
土
三
部
経
」

は
原
則
と
し
て
ご
本
山
で
ご
門
主
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
は
、本
年
も
富
く
じ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
例
年
、
※
学
年
・
氏
名
は
、
自
筆
で
左
側
に
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
低
学
年
の
場
合
は
姓
ま

三
帰
依
文
を
唱
え
て
、
お
か
み
そ
り
を
受
け
、
法
名
を
い
た

除
夜
会
は
大
晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
ま
す
。
平
成
二
十
六
年

た
は
名
前
だ
け
で
も
よ
い
。
園
児
・
小
学
生

半
紙
（
タ
テ

×

ヨ
コ

に
限

33
cm

24
cm

だ
き
ま
す
。
（
山
口
別
院
で
は
、
椅
子
席
に
て
帰
敬
式
を
受

よ
り
、鐘
を
つ
か
れ
る
方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、除
夜
会
終
了
後
の

る
）
書
体
は
楷
書
。
中
学
生
、
画
仙
紙
半
切
四
分
の
一
の
大
き
さ
（
タ
テ

×

68
cm

式
で
き
ま
す
）

新
年
の
お
勤
め
の「
修
正
会
」に
引
き
続
き
、富
く
じ
抽
選
会
を
実
施
し
て
い
ま

ヨ
コ

）
書
体
は
楷
書
も
し
く
は
行
書
。
名
札
を
作
品
下
部
中
央
に
つ
け
て

17.5
cm

日
時
は
十
一
月
二
十
五
日
（
木
曜
日
）、
午
後
一
時
よ
り
受
付
、
午
後
一
時
半
執
行
。
冥

す
。
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、三
密
回
避
の
為
、当
選
者
発
表
は
掲
示
板

く
だ
さ
い
。

加
金
は
成
人
一
万
円
・
未
成
年
五
千
円
を
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

に
て
行
い
、
二
十
人
の
皆
様
に
景
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
本
年
も
コ
ロ
ナ
感
染

表

彰

「
特
選
」「
入
選
」「
佳
作
」
各
学
年
若
干
名

申
込
み
方
法
は
、
お
寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
十
月
十
五
日
ま
で
に
お

状
況
に
よ
っ
て
当
選
発
表
方
法
が
変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

出
品
方
法

十
月
二
十
五
日
ま
で
に
光
山
寺
迄
お
届
け
く
だ
さ
い
。

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は
法
名
の
内
願
（
本
人
が
ご
希
望
の
法

■
冬
の
児
童
作
品
募
集
■

作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

名
を
付
け
る
事
）
が
可
能
で
す
が
、
九
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
ご
本
山

本
願
寺
で
は
毎
年
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
、
親
鸞
さ
ま
の
お
徳

■
仏
教
豆
辞
典
■

で
の
帰
教
式
は
従
来
ど
う
り
に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
ご
苦
労
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
く
「
御
正
忌
報
恩
講

法
螺

「
ホ
ラ
を
吹
く
」
と
い
え
ば
、大
げ
さ
な
こ
と
を
言
う
、う
そ
わ
つ
く

ほ

ら

■
初
参
式
受
式
し
ま
し
た
■

法
要
」
が
勤
ま
り
ま
す
。
例
年
、
こ
の
法
要
期
間
中
に
「
全
国
児
童
生
徒
作

と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、も
と
は
、お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
の
こ
と
を

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を

品
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
仏
さ
ま
の
み
教
え
の

指
し
た
の
で
す
か
ら
、不
思
議
で
す
よ
ね
。お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
は
、い
ろ
い
ろ

実
施
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
・
今
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

中
で
育
て
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
、
作
品
に
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
表
現
で
喩
え
ら
れ
て
い
ま
す
。獅
子
吼
は
有
名
で
す
が「
大
法
螺
を
吹
く
」

大
の
影
響
に
て
婦
人
会
主
催
の
初
参
式
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。個
別
の
自
宅
で
た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
さ
そ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
得
意
な
部
門
に
出
品
し
て

も
、そ
の
一
つ
な
の
で
す
。イ
ン
ド
で
は
、戦
場
で
ホ
ラ
貝
を
吹
き
出
陣
の
合
図

の
初
参
式
、ま
た
お
寺
で
の
初
参
式
は
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
く
だ
さ
い
。

を
し
ま
し
た
が
、そ
の
音
が
遠
く
ま
で
響
き
、軍
勢
を
雰
い
た
せ
た
の
を
、仏
の

生
後
三
才
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め

【
作
文
・
詩

】

説
法
の
喩
え
と
し
た
よ
う
で
す
。そ
れ
が「
お
釈
迦
さ
ま
の
よ
う
な
偉
そ
う
な

仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
初
参
の
式
で
す
。
昨
今
子

テ
ー
マ

【
課
題
】

こ
と
を
言
う
」と
い
う
意
味
を
経
て
、今
の
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、ど
う
か
ご
親
戚
等

題
は
自
由
で
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
や
親
鸞
さ
ま
の
み
教
え
を
聞
い
て
、
生
き

老
婆
心

「
老
婆
心
な
が
ら
」と
こ
と
わ
っ
て
、一
言
つ
け
加
え
た
り
、忠

に
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是

る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
や
い
の
ち
の
尊
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ

告
し
た
り
す
る
場
面
に
出
く
わ
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。言
わ
ず
も
が
な
で

非
お
声
か
け
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
、
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

し
ょ
う
が
、と
か
、お
せ
っ
か
い
と
は
思
い
ま
す
が
、と
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。

尚
、お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
住
所
等
を
光
山
寺
ま
で

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
と
も
に
よ
り
よ
く
生
き
る
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
「
老
婆
心
」と
は〈
老
婆
心
切
〉と
か〈
親
切
心
〉と
か
い
っ
て
、老
婆
が
子
供
や

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
身
近
な
生
活
や
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
人
の
や

孫
を
愛
撫
し
、い
つ
く
し
む
よ
う
に
、師
匠
が
修
業
者
に
対
し
て
、あ
た
た
か
く

■
報
恩
講

夜
の
座
■

さ
し
さ
・
よ
ろ
こ
び
・
ぬ
く
も
り
な
ど
を
作
文
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

導
く
こ
と
。そ
の
心
が
深
く
厚
い
こ
と
を
意
味
す
る
仏
教
語
だ
っ
た
の
で
す
。そ

光
山
寺
の
報
恩
講
日
程
は
、
今
年
は
十
一
月
の
二
十
八
・
二
十
九
日
の
二
日
間
の

幼
児
規
格
無
し

小
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
以
内

れ
が
、度
を
越
し
て
、必
要
以
上
に
世
話
を
や
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
、表
わ

B4

400

予
定
、
朝
・
昼
・
夜
の
合
計
五
座
の
法
座
が
勤
修
さ
れ
る
予
定
で
す
。
日
程
の
関
係

中
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

す
言
葉
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

B4

400

上
、
仕
事
な
ど
で
聴
聞
が
で
き
に
く
い
方
々
の
た
め
に
、
ご
講
師
の
宿
泊
さ
れ
る
場

※
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
「
題
」、
２
行
目
に
「
単
位
名
（
団
体
名
）」
お
よ
び

■
継
職
法
要
の
会
計
報
告
■

合
に
限
っ
て
二
十
八
日
に
は
夜
の
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
報
恩
講
で
は
こ

「
学
年
」、
３
行
目
に
「
氏
名
・
ふ
り
が
な
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

五
月
の
勤
修
し
ま
し
た
住
職
継
職
法
要
・
平
成
大
修
復
奉
告
法
要
で

の
夜
の
座
が
十
一
月
二
十
八
日
午
後
七
時
よ
り
開
か
れ
ま
す
。
本
年
の
ご
講
師
の
先

は
、
皆
様
に
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
参
詣
で
き
な

生
は
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま

【
絵
画
】

か
っ
た
皆
様
に
は
、
当
日
の
様
子
を
録
画
し
たD

V
D

を
貸
し
出
し
ま
す
。

た
、
夜
の
座
に
は
雅
楽
演
奏
も
加
わ
る
予
定
で
す
。
尚
、
夜
の
座
が
仏
教
壮
年
会
の

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。
（ﾎ

ﾟ
ｽ
ﾀ
ｰ

・ｲ
ﾗ
ｽ
ﾄ

・

ま
た
、
頂
戴
し
た
懇
志
の
会
計
報
告
は
、
十
一
月
の
報
恩
講
法
要
時
に

研
修
を
か
ね
て
い
ま
す
の
で
壮
年
の
方
々
は
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ

版
画
も
可
）。
四
切
（

×

）
以
内
（
全
学
年
共
通
）
。
名
札
を
作
品

す
る
予
定
で
す
。
会
計
を
八
月
末
に
て
一
応
の
締
め
と
し
、
残
金
の
管
理

38
cm

54
cm

い
。

下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

運
営
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
護
持
会
に
移
管
し
ま
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分

（第 74 号） 光山寺新聞 ２０２１年（令和 3 年）9 月 1日（水曜日）


